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P r o f i l e

私達インフォテリアは、インターネットという巨大ネットワークを活用した
新たな「つながり」によってもたらされる企業価値創造の変革こそが、
これからの社会のありようの進化であると確信しています。

「ASTERIA」や「Handbook」をはじめとする製品群、卓越した先見性と技術、
そして豊富な実績をベースに、インフォテリアは、人と人、ビジネスとビジネス、
そして世界を「つなぐ」エキスパートとして、企業の価値創造を飛躍的に高める
ソフトウェアとサービスを開発・提供し、社会に貢献してまいります。

※2016年度までは日本基準、2017年度からはIFRSでの表記としております。

「つながり」による価値の創造。

経営理念
インフォテリアは、
３つの経営理念を基に、

世界中に価値を提供する企業となるべく
挑戦を続けています。

発想と挑戦
自由闊達な発想と挑戦を尊ぶ。時
代をリードするイノベーションは新
しい発想から生まれる。その実現
のために、リスクを取ることを厭わ
ず、常に新たな可能性に挑戦する。

幸せの連鎖
幸せを連鎖させる。自ら幸せを
感じる誇りある活動を営むこと
で、お客様の幸せに貢献し、ひ
いては社会の進歩発展に寄与
する。

世界的視野
常に世界市場を視野に入れる。
世界的に存在価値のある独自
性を持った製品やサービスを
提供する。

売上高と沿革
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代表取締役社長 / CEO　平野  洋一郎

インフォテリアのビジョン「つなぐ」は、
システム、ヒトからモノへと
未来に向かって着実に進化しています。

　株主の皆様には、平素より格段のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。当連 
結会計年度における業績は、売上収益1,621百万円（前期比2.1％増）、営業利益
301百万円（前期比10.5％増）の増収増益となり、特に収益面で大きな改善を果た
すことができました。また、期末配当につきまして、業績が順調に推移した結果と 
して、1株当たり3円90銭（前期は3円10銭）の増配とさせていただきました。
　中期経営計画の達成に向けた施策も着実な成果を残すことができ、今後も当社
事業の拡大とさらなる企業価値、並びに株主価値の高揚に取り組んでまいります
ので、今後のインフォテリアにご期待ください。

ご あ い さ つ
Top Message
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中 期 経 営 計 画 の 進 捗 に つ い て
Medium-Term Business Plan

インフォテリアでは、2017年3月期から2019年3月期にかけての3ヵ年にわたる

中期経営計画を実行中です。

1年目を終えた2017年3月期末時点で計画は着実に前進いたしました。

そして2018年3月期末時点で大きな進捗を遂げることができると予想しています。

今後も「中期経営計画5つの指標」の全項目の目標達成に向けて、

さらに邁進してまいります。

“Triple Twenty”

営業利益率20%台 海外比率20%台フロー売上率20%台

2,600百万円
（前期比160%）

売上収益 410百万円
（前期比136％）

営業利益 280百万円
（前期比122％）

当期利益業績予想 （2018年3月期）

中期経営計画５つの指標
2019年3月期
中期経営計画

2018年3月期
業績予想

2018年3月期
予想での達成見込み

売上収益 24億円 26億円 達成見込み

営業利益 6億円 4.1億円 約7割

海外比率 20％台 約3割 達成見込み

フロー売上率 20％台 精査中 精査中

営業利益率 20％台 15.8％ 約8割
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※中期経営計画目標：75%3



中期経営計画の進捗や決算説明会の動画を弊社 IR サイトにて公開しています。
https://www.infoteria.com/jp/ir

　これまでインフォテリアでは、3つの“D”について考えてきました。ひとつは
「Data」、もうひとつは「Device」、そしてもうひとつは「Decentralized（分散化）」
のDです。さらに、今期この3つの“D”に新しく「Design」が加わりました。
　どんなに素晴らしい機能を持っていても、扱いにくければ良い製品とはいえま
せん。当社は「デザインファースト」「デザイン思考」のもと、デザイン戦略コンサル
会社This Place（英）の買収を行いました。
　これからもインフォテリアでは、企業本体だけでなく製品の価値も向上させる
積極的な施策を推進してまいります。

Data (Big Data & AI)
データのみが企業IT資産になる

Device (Smart & IoT)
デバイスが不可欠なインフラになる

Decentralized （分散化）
分散して協調ができる「個」の時代になる

“Hawking” 

“Tristan” 

“Gravity”   

　また、中期経営計画を発表した際にご紹介したソフトウェアについての進捗 

をご紹介いたします。“Hawking”は正式に“Platio”として、“Tristan”はThis 

Place社とのコラボレーションにより“Handbooks”としてリリースしております。

　そして、残る3つ目の“Gravity”は“Gravio”としてリリースいたします。IoTア

プリのノンプログラミング環境を提供するPlatio、コンテンツプラットフォームの

Handbooks、エッジコンピューティングプラットフォームのGravioによって、イン

フォテリアはIoT時代を「つなぐエキスパート」として成長してまいります。

インフォテリアが成長するための新たな “D” IoT対応ソフトウェアのラインアップが充実

 + Design!!

インフォテリア代表取締役社長 平野と
This Place 共同創業者兼 CEO Dusan Hamlin
との対談は冊子後ろからご覧ください。

IoTアプリのノンプログラミング開発プラットフォーム

組織を超えたコンテンツプラットフォーム

エッジコンピューティングプラットフォーム
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財 務 ハ イ ラ イ ト
Financial Highlights
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営業活動
による

キャッシュ・フロー

投資活動
による

キャッシュ・フロー

財務活動
による

キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期末残高

当連結会計年度における売上収益は1,621百万円（前期比2.1％増）、営業利益は301百万円（前期比10.5％増）、税引前利益は303百万円（前期
比19.2％増）、親会社の所有者に帰属する当期利益は230百万円（前期比76.5％増）となりました。
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IRメルマガ配信中
インフォテリアの最近のニュースや
トピックス、キャンペーン情報などを、

「Infoteria VISION@Mail」として
配信いたします。

https://www.infoteria.com/jp/contact/mail/ir_entry/

こちらから
ご登録

いただけます

株主メモ
事業年度  　毎年4月1日から翌年3月31日まで
証券コード  　3853
上場証券取引所 東京証券取引所（マザーズ）
決算期日 3月31日
定時株主総会 毎年6月
基準日 3月31日
公告の方法 電子公告　ただし、やむを得ない事由により、
 電子公告によることができない場合は、
 日本経済新聞に掲載する方法により行います。
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番１１号
 通話料無料 0120-232-711
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社
同連絡先 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 通話料無料 0120-782-031
ホームページ https://www.infoteria.com/
ご注意
● 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）

で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
● 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信託銀行株式会社が口座管理機関と 

なっておりますので、三井住友信託銀行株式会社にお問い合わせください。株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会
社ではお手続きできませんのでご注意ください。

● 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

会社概要 （2017年3月31日現在）

商　号 インフォテリア株式会社
 Infoteria Corporation
設　立 1998年9月
本　社 〒140-0014
 東京都品川区大井一丁目47番1号  

NTビル10F
 TEL：03-5718-1250
西日本事業所　〒530-0001
 大阪府大阪市北区梅田二丁目4番13号 

阪神産經桜橋ビル 3F
 TEL：06-6344-1065
資本金 11億3,846万円
事業内容 XMLを基盤としたソフトウェアプロダク

トの開発・販売
従業員数(連結) 76名
海外拠点 
● Infoteria America Corporation
●   福天（杭州）信息科技有限公司 

Infoteria (Hangzhou) Information Technology Co., Ltd.
●   天（上海）　易有限公司 

Infoteria China Co., Ltd.
● Infoteria Hong Kong Limited
● Infoteria Pte. Ltd.

役員の状況 （2017年3月31日現在） ※は社外役員

代表取締役社長 / CEO 平野　洋一郎
取締役 ※ 五味　廣文
取締役 ※ 田村　耕太郎
取締役 ※ Anis Uzzaman
常勤監査役 ※ 赤松　万也 
監査役 尾崎　常行
監査役 ※ 井上　雄二
監査役 ※ 小口　光 
執行役員 副社長 / 最高技術責任者 北原　淑行
執行役員 / 最高財務責任者 齊藤　裕久
執行役員 黄　　曦

infoteria VISIONについてのアンケートご協力のお願い
infoteria VISIONを最後までお読みいただきましてありがとうございました。
インフォテリアWebページ上に本号に関するアンケートをご用意いたしまし
たので、お手数ですが、回答のご協力をお願い申し上げます。なお、ご回答いた
だいた方の中から抽選で20名様に500円のQUOカードを進呈させていただ
きます。

https://www.infoteria.com/jp/contact/enq/ir_2017/アンケートページはこちら

インフォテリア、ASTERIA、Handbook、Platioは、インフォテリア株式会社の登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

QRコード

株式情報 （2017年3月31日現在）

発行可能株式総数 44,600,000株
発行済株式の総数 15,403,165株
  (自己株式554,219株を含む)
株主数  11,252名

大株主 （上位10名）

株主名
当社への出資状況

持株数（株） 出資比率（%）

平野　洋一郎 2,040,000 13.74
北原　淑行  957,200 6.45
パナソニックインフォメーション
システムズ株式会社 550,000 3.70

株式会社ミロク情報サービス 528,000 3.56
日本証券金融株式会社  299,300 2.02
楽天証券株式会社 284,900 1.92
株式会社SBI証券  247,200 1.66
古谷　和雄  240,000 1.62
中村　智史  124,800 0.84
BARCLAYS CAPITAL 
SECURITIES LIMITED  122,700 0.83

（注） １. 当社は自己株式554,219株を保有しておりますが、上記の表には
記載しておりません。

２. 持株比率は自己株式（554,219株）を控除して計算しております。

株式の状況　合計株主数  11,252名 

その他の法人 0.50％
自己名義株式 0.01％外国法人等 0.32％
金融機関 0.04％証券会社 0.27％

個人・その他 98.86％所有者別
分布状況

その他の法人　9.02％

外国法人等 1.56％
自己名義株式 3.60％
金融機関　　　2.87％

証券会社　　　6.30％

個人・その他 76.65％所有株数別
分布状況

会 社 情 報
Corporate Information

皆様の声をお聞かせください ！
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T O P I C S

デジタルトークン「Zen」の社会実験を開始
ダイバーシティの推進を考える国際フォーラム

「PRIDE AND PREJUDICE」に
インフォテリア代表 平野洋一郎が登壇

Fintech CSR

これまで、世界中で様々な仮想通貨が作られ流通してきました。しかしながら、最大の流通量
を誇るビットコインですら、各国の法定通貨（米ドルや日本円など）に対する為替の変動が激し
く、多くの企業において、実際のビジネス決済に使用するにはリスクが高く、企業活動における
仮想通貨の普及を妨げる要因となっていました。

Zen（「Yen」の一歩先を行く仮想通貨として名付けられた）は、対日本円為替レートが安定
的に推移する仮想通貨を作り出すことができるかどうかについて社会実験する日本初のプロ
ジェクトです。いくつかの段階（フェーズ）を踏まえて実験・実証を繰り返し、新しい仮想通貨の
構築やブロックチェーン技術の推進・発展に寄与することを目的としています。

当社は一般社団法人ブロックチェーン推進協会（代表理事 平野洋一郎）における事務局と 
してこのプロジェクトに参加。プロジェクトへの協力を通して、より豊かで便利な社会づくりに
貢献してまいります。

香港で開催された「PRIDE AND PREJUDICE」というフォーラム（英Economist主催）に当社 
代表取締役社長の平野がパネリストとして参加いたしました。各国でLGBT※1に積極的に取り 
組んでいる企業から、トップとしてダイバーシティ、特にLGBTにどう取り組むのかということを 
議論するセッションです。

今回の出演は、当社がかねてよりダイバーシティの推進に注力していること、特に保守的である
アジア社会において日本企業の先行事例として活動し、それらを積極的に発信することであらゆる
人が共生できる社会づくりの先導役を担っていることなどが評価され
実現しました。

2016年10月には「PRIDE指標※2」において「シルバー」を受賞する
など、引き続き当社では社員が働きやすい環境づくりを推進してまい
ります。

田村　耕太郎
社外取締役（Director）

国立シンガポール大学兼任教授 
米国Milken InstituteのFellow

インフォテリアの社外取締役に就任しての意気込みをお聞かせください。社外取締役からのメッセージ

サラリーマン、経営者、政治家、政府高官、教員、研究所と多彩な仕事で
日本、アメリカ、アジア、欧州と渡り歩いてきた私は、現在、シンガポールを
拠点に日本、アメリカ、アジアを移動しながら、金融、データ分析、ヘルスケ
ア、教育等、複数のグローバル企業のアドバイザーをしております。そんな
中でインフォテリアは私が貢献させていただける数少ない日本企業です。
それは平野社長はじめ経営陣が、最初からグローバルな事業展開を目指
し、そのために意思決定が速く、世界に向けて果敢に挑戦しているからで
す。つい最近も時代の流れの先を読み、英国のデザイン会社を買収しまし
た。クロスボーダーのPMI（事業統合）こそ私が貢献させていただけるので

はないかと思っていましたが、そういう状況が予想より早く来て驚きなが
らもワクワクしています。私も国外をベースに仕事をしていますので、イン
フォテリアの高度人材獲得に貢献していきたいです。

株主の皆様には、インフォテリアがこれから未来に向けて世界の先頭を
走るために、今後とも人材に投資していくことを温かく見守っていただき
たいと思います。本来でしたら、配当含め多彩な株主の皆様への恩返しが 
できるインフォテリアの財務状況ですが、今こそ未来に向けて投資していく
ことを引き続きご支援いただきたいと思います。

※1：レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダーの総称。
※2： 性的マイノリティに関するダイバーシティ・マネジメントの促進と定着を支援する任意団体 

「work with Pride」（wwP）が定める、日本初の企業のLGBTに関する取り組みの評価指標。
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―
　This Place

に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Dusan Ham
lin

（
以
下
：Dusan

）：

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ク
ラ
ス
の
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る

た
め
に
、2
0
1
1
年
に
創
業
し
ま 

し
た
。

技
術
主
導
で
は
な
く
人
間
の
要
素

の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。ス
タ
ー
ト
当
時
か
ら
、世
界
の
大

手
ブ
ラ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

T-M
obile, Sam

sonite, BBC

な

ど
を
顧
客
と
し
て
い
ま
す
。

―
　
お
互
い
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で

し
ょ
う
？

平
野
洋
一郎（
以
下
：
平
野
）：
こ
れ

ま
で
に
も
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
世
界

に
通
じ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー（
技
術
）と
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
手

法
）を
使
う
こ
と
で
、エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
新
し
い
レ
ベ
ル

に
押
し
上
げ
て
き
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
に
、当
初
か
らG

U
I

を
用
い
て
ノ
ン・プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

対 談

平野 洋一郎 Dusan Hamlin
インフォテリア代表取締役社長／CEO This Place 共同創業者兼 CEO

デザイン主導が新しい
エンタープライズソフトウェアを切り開く

インフォテリアが買収した This Place 共同創業者兼 CEO との対談

Dusan Hamlin　This Place 共同創業者兼 CEO

イギリスのアングリア・ラスキン大学で経済学を学ぶ。その後デジタルエージェンシーに勤
務後、Inside Mobileを立ち上げ、CEOを務める。Inside Mobileを広告エージェンシー
M&C Saatchi Groupに合併させた後、2011年にデザイン思考コンサルや戦略開発を手
がけるThis Placeをロンドンで創業する。わずか5年で売上高480万ポンド（約6.75億円）
を超え、税引前利益180万ポンド（約2.5億円）を達成。米シアトルにも拠点を持つ国際企業
に成長させた。
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簡
単
に
使
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開

発
し
て
き
ま
し
た
。で
す
が
、業
界
の

進
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

界
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
は
デ
ザ
イ

ン
主
導
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
だ

と
認
識
し
ま
し
た
。

D
usan

：
経
営
者
と
し
て
、自
社
の

強
み
と
弱
み
を
理
解
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
。私
た
ち
の
強
み
は
デ
ザ

イ
ン
で
す
。世
界
に
通
じ
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。し
か
し
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
は
弱
い
と

こ
ろ
で
す
。そ
の
た
め
、This Place

は
こ
れ
ま
で
他
社
の
技
術
と
の
協
業

に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

の
開
発
に
お
け
る
ス
キ
ル
が
卓
越
し

て
お
り
、こ
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。This Place

が
フ
ロ
ン
ト
エ

ン
ド
で
も
つ
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
デ

ザ
イ
ン
開
発
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
完
全
に
マッ

チ
し
た
製
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。将
来
、様
々
な
可
能
性
が
開
け

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
野
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
、Data

（Big D
ata &

 A
I

）, D
evice

（Sm
art & IoT

）, D
ecentralized

（
分
散
化
）の
3
つ
の
＂D＂
を
こ
れ
か

ら
の
ト
レ
ン
ド
と
捉
え
て
戦
略
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。今
回
、4
番

目
の
＂D＂
と
し
てD

esign

（
デ
ザ

イ
ン
）を
加
え
ま
す
。This Place 

買
収*

1
の
理
由
も
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
は
明
ら
か
に
デ

ザ
イ
ン
主
導
で
開
発

さ
れ
る
よ
う
に
な
り 

ま
す
。This Place

と
と

も
に
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
新
世
代
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
開
発
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

―
　This Place

買
収
後
の
イ
ン

フ
ォ
テ
リ
ア
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

平
野
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
東
京

を
拠
点
と
し
た
企
業
で
す
が
、健

全
な
財
務
状
況
と
日
本
市
場
で
の

実
績
を
ベ
ー
ス
に
、This Place

の

欧
米
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
生
か
し

て
世
界
市
場
の
開
拓
を
目
指
し
ま

す
。目
標
は
、創
業
以
来
得
意
と
し

て
き
た
＂つ
な
ぐ＂
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
分

野
で
、革
新
的
な
製
品
を
世
界
市

場
に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。買
収
は 

イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の
新
し

い
成
長
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。

D
usan

：
2
つ
の
こ
と
を
進
め
ま

す
。ま
ず
、This Place

の
顧
客
に
、

開
発
主
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。2
つ
目
と
し

て
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
と
と
も
に
新

し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
開
発
し
ま
す
。

2
社
の
協
業
で
実
現
す
る
4
つ
の 

＂D＂
で
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
開
発
力

にThis Place

の
デ
ザ
イ
ン
専
門

知
識
や
経
験
を
加
え
る
こ
と
で
、真

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
ま
す
。イ
ン

フ
ォ
テ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
で
の
新
し
い

製
品
の
開
発
に
私
自
身
と
て
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

―
　

2
社
は
す
で
に「Tristan

」

（「Handbook

」の
次
世
代
製
品
）

で
協
業
済
み
で
す
が
、協
業
の
き
っ

か
け
、協
業
を
通
じ
て
得
た
も
の
は

何
で
し
ょ
う
？

平
野
：Handbook

は
ク
ラ
ウ
ド

ベ
ー
ス
の
モ
バ
イ
ル
機
器
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
、日
本
で
はSaaS

型
モ
バ

イ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
市
場
の
製
品

別
売
上
金
額
で
国
内
市
場
シ
ェ
ア
ナ

ン
バ
ー
1*
2
を
誇
り
ま
す
。成
功
し

た
製
品
で
す
が
、将
来
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
ア
プ
リ
は
も
っ
と
デ
ザ
イ
ン
主
導

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、次
の
世
代
で
は
U
I
を

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
だ
け
で
な

く
、製
品
の
構
造
も
デ
ザ
イ
ン
主
導

を
取
り
込
も
う
と
考
え
ま
し
た
。3

年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、駐
日
英
国
大
使
館
を
通
じ

て
知
り
合
っ
たThis Place

と
協
業

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。2
年
前
に

共
同
作
業
を
開
始
し
、Tristan

を
新

し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
。Tristan

は
英
語
圏
市
場
で

す
で
に
提
供
を
始
め
て
い
ま
す
。

D
usan

：Tristan

の
設
計
開
発

に
あ
た
っ
て
、私
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン

や
経
験
を
活
用
し
ま
し
た
。す
で
に

Handbook

と
し
て
日
本
市
場
で

*1：買収金額は700万ポンド（約10億円）。今後5年間で業績によるインセンティブを支払うアーンアウトスキームをとる。
*2：アイ・ティ・アール社「ITR Market View：エンタープライズ・モバイル管理市場2016」による。

社長室長 吉田 晋司
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成
功
し
て
い
る
製
品
を
他
の
市
場
向

け
に
作
成
す
る
と
い
う
点
で
、私
た

ち
に
と
っ
て
新
し
い
挑
戦
と
な
り
ま

し
た
。言
語
は
も
ち
ろ
ん
、デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
地

域
で
異
な
り
ま
す
。世
界
市
場
で
提

供
す
る
に
あ
た
っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
面

で
正
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

平
野
：
協
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

Handbook

は
7
年
以
上
に
わ
た
っ

て
日
本
の
お
客
様
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
機

能
が
複
雑
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
展
開

す
る
た
め
に
は
、も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。デ
ザ
イ

ン
主
導
と
は
、機
能
を
た
く
さ
ん
盛

り
込
む
こ
と
と
は
異
な
り
ま
す
。こ
れ

は
新
し
い
世
代
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
重

要
な
考
え
方
で
す
。

Tristan

でThis Place

と
協
業
し
た

こ
と
で
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
製
品
を

も
っ
と
デ
ザ
イ
ン
主
導
に
改
善
で
き

る
こ
と
、2
社
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
、今
回
の
買
収
はTristan

で
の
具

体
的
な
経
験
が
土
台
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

―
　
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
買
収
戦
略

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
野
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
は
動

き
が
速
い
業
界
で
す
。Google, 

Facebook, O
racle, M

icrosoft

と
い
っ
た
国
際
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企

業
は
ど
こ
も
、多
数
の
M
&
A
や
提

携
を
通
じ
て
成
長
し
て
い
ま
す
。一
緒

に
成
長
で
き
る
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
出
す
こ
と
は
、成
長
戦
略

に
と
っ
て
重
要
で
す
。

イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
創
業
当
初
か
ら
、

世
界
戦
略
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

探
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、 

同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
る

D
usan

と
の
出
会
い
、This Place

が
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の
一
員

に
な
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

で
す
が
、こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ス
タ
ー
ト
で
す
。ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
業
界
は
間
違
い
な
く
今
後
も
速
い

ペ
ー
ス
で
動
き
ま
す
。さ
ら
に
加
速
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア

はThis Place
と
と
も
に
新
し
い
戦

略
を
立
て
、ど
う
や
っ
て
自
分
た
ち
の

強
い
と
こ
ろ
を
強
化
し
、加
速
し
て
い

く
か
を
継
続
的
に
話
し
合
い
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

M
&
A
戦
略
は
今
後
も
継
続
し
ま

す
。素
晴
ら
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
企
業
を
探
し
、出
資
や
買

収
を
進
め
ま
す
。

―
　
株
主
の
皆
様
へ
の
コ
メ
ン
ト
を

お
願
い
し
ま
す
。

D
usan

：This Place

は

創
業
以
来
、急
成
長
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。短
期
的
に
は

財
務
面
で
貢
献
で
き
、中
長

期
的
に
も
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア

の
さ
ら
な
る
成
功
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。た

と
え
ば
、両
チ
ー
ム
の
密
な

協
業
に
よ
り
素
晴
ら
し
い

製
品
を
一
緒
に
開
発
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。This 

Place

はApple, G
oogle, 

Facebook, Accenture, 
IBM

な
ど
の
世
界
的
デ
ジ
タ

ル
企
業
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
お
り
、顧
客
と
と
も
に
最
高
の

デ
ザ
イ
ン
を
実
証
し
て
き
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
を
し
、イ
ン

フ
ォ
テ
リ
ア
と
と
も
に
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、正

し
い
方
向
を
定
め
て
成
長
を
図
り
ま

す
。

平
野
：
過
去
に
は
日
本
企
業
に
よ
る

海
外
企
業
買
収
で
失
敗
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、私
た
ち
は
と
も
に
将
来

の
成
功
を
確
信
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
、こ
の
買
収
は
海
外
企
業
と
の
提

携
の
成
功
例
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

株
主
の
皆
様
に
は
、私
た
ち
が
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
を
通
じ
て
必
ず
素
晴
ら
し

い
結
果
を
出
す
と
い
う
点
を
信
じ
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。Dusan

が
話
し
た
通
り
、短
期
的
に
も
中
長

期
的
に
も
、今
回
の
買
収
が
も
た
ら

す
成
果
は
大
き
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。ぜ
ひ
、こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ

テ
リ
ア
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

対談のロングバージョンを WEB で公開中です。
https://www.infoteria.com/jp/news/newstopics/2017/06/25_01.php
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